
 

 

 

 

 

中間連結キャッシュ・フロー計算書注記 

 

注１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 ２．中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲は、現金及び無利息預け金であります。 

 ３．現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。 

   平成18年9月30日現在 

     現金預け金勘定     4,010,986百万円 

    有利息預け金    △1,532,202百万円 

    現金及び現金同等物  2,478,784百万円 

４．「銀行法施行規則」（昭和57年大蔵省令第10号）別紙様式が「無尽業法施行細則等の一部を改正する内閣府令」

（内閣府令第60号平成18年４月28日）により改正され、平成18年４月１日以後開始する事業年度から適用されるこ

とになったことに伴い、当中間連結会計期間から以下のとおり表示を変更しております。 

(1) 「連結調整勘定償却額」は「のれん償却額」に含めて表示しております。 

(2) 「動産不動産等減価償却費」は、中間連結貸借対照表の「動産不動産」が「有形固定資産」、「無形固定資

産」等に区分されたことに伴い、「固定資産減価償却費」として表示しております。「動産不動産処分損益

（△）」は、「固定資産処分損益（△）」等として表示しております。 

   また、「動産不動産の取得による支出」は「有形固定資産の取得による支出」等として、「動産不動産の売

却による収入」は「有形固定資産の売却による収入」等として表示しております。 

(3) 営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しておりましたソフトウェアの取得による支出

並びに売却による収入は、中間連結貸借対照表の「その他資産」に含めて表示しておりましたソフトウェアが

「無形固定資産」に含めて表示されたことに伴い、「無形固定資産の取得による支出」並びに「無形固定資産

の売却による収入」に含めて表示しております。 

 ５．重要な非資金取引の内容 

当中間連結会計期間に、SMBCフレンド証券株式会社を完全子会社とする株式交換を行い、当社普通株式を交付し

たことから、資本剰余金が221,365百万円増加しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（三井住友フィナンシャルグループ)
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